
マップあいち「水害情報マップ」操作ガイド 

 

以下の閲覧方法を説明します 
 １ 洪水浸水想定区域図 

 ２ 浸水実績図 

 

☆基本操作☆ 

  画面左の「地図情報」の「レイヤ」で表示される情報「
നഩപഫ〇〇」のうち、 
選択したものだけが、画面右の地図上に表示されます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地図情報」 ： 「レイヤ」の「＋□
നഩപഫ○○」が閲覧できる情報です。 
         ・□をクリックするとチェックが入り、その情報が画面右の図面 

に表示されます。 
・＋ をクリックすると「−」になり、フォルダが展開し、その情報

の凡例が表示されます。 
 

「位置検索」 ：市区町村 → 大字→ 小字→ 番地→ 地番 の順に選択できます。 
         右画面の地図を市町村名が表示される程度に拡大してから、地番まで

選択すると、選択した位置が地図の中心に赤い十字で表示されます。 
 
  ※拡大、縮小は、地図上でマウスのホイールボタンを前後するか、図面左上の縮尺表示

の＋、−で調整できます（上図参照）。 

こちらの＋−をクリックして 
地図の縮尺を操作します 



１ 洪水浸水想定区域 

 「洪水浸水想定区域」は大雨(※)で河川が氾濫した場合に想定される浸水区域です。 
水防法に基づき指定されています。 

 
（※）洪水浸水想定区域を作成する大雨 
・想定最大規模（L2） ：概ね 1000 年に 1 度規模の雨量  
・計画規模（L1）   ：基本計画で各河川に設定している計画規模の雨量 

 
・市町村が作成する洪水ハザードマップは L2 規模の結果を反映しています。 
・国のマニュアルに基づき河川毎の条件のもとシミュレーションを行っています。 
・内水氾濫による浸水は含まれていません。 
 
★マップあいちでは「想定最大規模（L2）」と「計画規模（L1）」の情報を提供しています。

ここでは想定最大規模（L2）で説明しますが、操作方法は計画規模（L1）も同じです。 
 
① 知りたい位置の近くにある河川を含む流域を調べる 

 

河川課 Web （以下の URL）に掲載している 「河川（流域）一覧」を開き、知りたい流域
名を確認します。 

（URL） https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kasen/shinsuisoutei-joho.html 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kasen/shinsuisoutei-joho.html


マップ①〜④から、知りたい場所の付近にある流域の番号を調べます 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
紫色の数字が流域の番号（紫色の破線で囲まれた範囲にある河川のグループ）です 
破線で囲まれた範囲＝浸水範囲 ではありませんのでご注意ください 
 
★ポイント★  

どの流域が該当するのかわからない場合は、付近にある複数の流域の番号も控えておくと 
マップあいちで調べる際に便利です。 



知りたい箇所の付近にある河川名がわかっている場合は、河川名から流域を検索することも
可能です。 
「関係する市町村」は、その流域にある河川の浸水範囲が及ぶ市町村です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

② マップあいちの「水害情報マップ」を開きます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「同意する」をクリックして画面を開きます。 



③ 先ほど調べた番号のフォルダにチェックを入れると画面右の白地図にチェックを入れ

た流域の浸水範囲が着色されます 

 

「＋○
നഩപഫ想定最大規模（L2）」の＋をクリックして、フォルダを展開してください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



★注意★ 

「＋○
നഩപഫ想定最大規模（L2）」の状態で○にチェックを入れる【状態 1】と、 

自動的に「＋●
നഩപഫ1 大千瀬川流域 L2」の状態になります。【状態 2】。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      【状態 1】                  【状態 2】 

必ず「＋●
നഩപഫ想定最大規模（L2）」のフォルダを展開した「−●
നഩപഫ想定最大規模（L2）」の

状態にして、見たい流域にチェックが入っているか確認してください。 
 

この状態で 

展開すると・・ 



（操作例）「
നഩപഫ15 新川流域 L2」にチェックを入れて、画面右の地図を拡大していくと新
川流域に含まれる河川全部の浸水範囲が着色されます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「＋●
നഩപഫ15 新川流域 L2」を展開して 

「−●
നഩപഫ15 新川流域 L2」にすると、 

着色の凡例が表示されます。 
                    凡例の色で浸水深さが分類されています。 
                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



④ 知りたい位置の浸水情報を調べます 

 

③の状態で、 「位置情報」 （下図の赤丸部）をクリックして開き、知りたい住所を「市区町村
名」→「大字」→「小字」→「番地」→「号」の順位に選択すると、画面右の地図の中心に
赤十字が示されます。この赤十字の位置が選択した住所の位置です。 
【注意】地図が指定の住所に移動しない場合は、地図の縮尺を変更（拡大）して再度住所を
選択してください。（ある程度拡大しないと反応しません） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※画面左下の「住所」に直接住所を入力しても、同様の操作が可能です。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

赤い十字 

（選択した住所の位置） 



⑤ 詳細な浸水深さを調べます（※県河川のみ。国河川の浸水には非対応） 

 

１．「地図表示」をクリックします 
２．洪水浸水想定区域を表示した状態で、地図を最大まで拡大します 
３．浸水深を知りたい箇所でクリックしたらしばらく待ちます ←ポイント！ 
４．「検索中」と表示されたのち、詳細な浸水深さ（ｍ）と浸水ランクが表示されます 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【画面の印刷】 

画面右下にある           をクリックすると画面右の図を印刷できます。  
凡例も一緒に印刷できるようになりました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浸水ランク 5 

凡例の下から 5 番目 

（3.0m～5.0m 未満） 



２ 浸水実績図 

 ・愛知県で過去に発生した洪水での浸水実績を公表しています。 
 ・県や市町村が調査した結果に基づき作成しています。 

全ての浸水実績を反映したものではありません。 
 ・浸水範囲のみを示すもので、浸水の深さは表示されません 
 ・浸水の原因（外水氾濫か、内水氾濫か）は不明です 
 ・詳細な情報は市町村にお問い合わせください 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・公表しているのは１２洪水です 
・確認したい洪水にチェックを入れると、その洪水の浸水実績が凡例と同色で右地図に表示
されます。（複数の洪水を選択すると、各色を重ね合わせた状態で表示されます） 

※上画面は「Ｈ１２．９洪水」の浸水実績が表示された状態です。 
 
 
【画面の印刷】 

画面右下にある           をクリックすると画面右の図を印刷できます。 
凡例も一緒に印刷できるようになりました！ 

 
 

 


